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東京都立産業技術研究センター重点４分野の成長産業育成

　 概　要 　 　 　 　 　 　 　

東京産業界特集

世世
界界
にに
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国
内
外
で
総
合
的
支
援

来
月
組
織
を
再
編
・
強
化

高
機
能
繊
維
の
開
発
支
援

りくづのもＤ３
          

 発開料材端先

発開材素合子
開発型中小への支援充実

﹁
ロ
ボ

ト
産
業
活
性
化
事
業
﹂も
加
速

試
作
か
ら
安
全
性
評
価
ま
で
対
応

「プラザ」オープン　中小参入後押し

時時
代代
のの
先先
をを
読読
みみ

技技
術術
力力
でで
産産
業業
リリ
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ドド
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「３Ｄものづくりセクター」の新設で世界に勝つものづくりへ
　
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
れ
タ

︵
都
産
技

研
︶
は
４
月

﹃
世
界
に
勝
つ
も
の
づ
く
』
支

援
﹄
を
た

マ
と
し
た
第
３
期
中
期
計
画
︵
２
０

１
６
年
度
뗙

年
度
︶
を
げ
タ

ち
さ
せ
る


﹁
時
代
の
先
を
読
み

技
術
の
力
で
産
業
を
リ


ド
す
る
﹂
を
経
営
ビ
け

れ
に
掲
げ

つ

こ
オ

リ
エ
れ
た

ド
な
事
業
運
営
と
事
業
化
を
見
据
え

た
技
術
支
援

産
業
育
員
に
直
結
す
る
研
究
開
発

を
進
め

中
小
企
業
が
自
『
の
製
品
を
つ
く

て

販
売
す
る
事
業
化
。
で
を
支
援
す
る


減
圧
恒
温
槽
を
活
用
し
て
航

空
機
搭
載
用
電
子
機
器
な
ど

高
信
頼
性
製
品
の
開
発
支
援

に
取
り
組
む

　 東京都立産業技術研究セれター

（都産技研）は、東京都が設立し

た公設試験研究機関。都内中小企

業に対する技術支援（技術相談、

依頼試験、研究開発、人材育員な

ど）を行うことで東京の産業振興

と、都民生活の向上に貢献するこ

とを主な役割としている。

　 年度に地寄独立行政法人へ

移行し、年目に入る年４月か

『『世界に勝つものづく』支援』

をメイれたーマとした第３期中期

計画が始。る。国内製品の三世輸

出を支援する「輸出製品技術支援

セれター（ＭＴＥＰ）」を年

月か『運営し、年４月にはタイ

・どれがえ支所を開設し、東南ア

けアに進出した日系中小企業の技

術支援も強化した。国内世で総合

的支援を推進している。

　

年
度
に
げ
タ

ち
し
た

﹁
ロ
ボ

ち
産
業
活
性
化
事

業
﹂
も
加
速
す
る

４
月


日
に
は
た
レ
が
ム
セ
れ
タ


︵
東
京
都
江
東
区
︶
内
に
ロ

ボ

ち
の
試
作
か
『
安
全
性

の
評
価
。
で
対
応
す
る
ロ
ボ


ち
開
発
拠
点
﹁
東
京
ロ
ボ


ち
産
業
支
援
ば
も
く
﹂
が

全
面
オ

ば
れ
し

中
小
企

業
の
ロ
ボ

ち
産
業
参
入
を

後
押
し
す
る

公
募
型
共
同

研
究
開
発
の
募
集
も
引
き
続

き
実
施
す
る

短
期
展
開
型

︵
開
発
期
間
１
年

委
託
上

限
１
０
０
０
万
円
︶
と
新
市

場
創
出
型
︵
開
発
期
間
３

年

委
託
上
限
３
０
０
０
万

円
︶
の
２
種
類
あ
』

取
』

営
み
た
い
た

マ
が
採
択
さ

れ
れ
ば

概
算
払
い
で
資
金

が
域
供
さ
れ
る
」
う
制
度
設

計
さ
れ
て
い
る
た
め

資
金

繰
』
を
気
に
せ
ず
に
し

か

』
と
製
品
づ
く
』
に
向
き
合

え
る
の
が
特
徴
だ

八
つ
の

採
択
た

マ
は
事
業
化
。
で

支
援
す
る


　
。
た

中
小
企
業
の
付
加

価
値
の
高
い
も
の
づ
く
』
を

支
援
す
る
た
め

中
小
企
業

の
社
員
自
『
が
高
度
な
先
端

機
器
を
利
用
し

製
品
開
発

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
器

利
用
も
イ
セ
れ
げ
制
度
事
業

に
つ
い
て
も
強
化
す
る

現

在
保
有
す
る
分
析
機
能
付
き

走
査
電
子
顕
微
鏡
や
う
セ
で

れ
の
も

シ

ア
ナ
も
イ
く


な
ど

機
種
に
加
え

４

月
以
内
も
順
次

対
象
機
器

を
拡
充
す
る
計
画
だ


　
都
産
技
研
の
三
世
展
開
支

援
も
着
実
に
進
ん
で
い
る



年
４
月
に
タ
イ
の
ど
れ
が

え
に
開
業
し
た
ど
れ
が
え
支

所
で
は
東
南
ア
け
ア
諸
国
連

合
︵
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
︶
地
域
に

進
出
し
た
日
系
企
業
向
け
に

無
料
で
技
術
相
談
を
実
施
中

だ

開
業
し
て
か
『

年


月
。
で
の
相
談
件
数
は
２
６

７
件
あ
』

都
世
か
『
の
利

用
も
多
か

た

業
種
安
で

は
自
動
車
関
連
の
利
用
が
多

く

工
場
の
品
質
改
善
や
メ


う
廃
液
の
分
析

タ
イ
の

試
験
所
の
使
い
寄
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
『
れ
て
い
る

東

京
と
現
地
を
た
レ
ビ
会
議
で

結
び

現
地
で
解
決
で
き
な

い
課
題
も
解
決
す
る

製
品

の
三
世
規
格
に
関
す
る
情
報

域
供
や
技
術
セ
へ
ナ

を
行

う
ほ
か

タ
イ
工
業
省

日

本
貿
易
振
興
機
構
︵
け

ち

ロ
︶

東
京
都
中
小
企
業
振

興
公
社
と
も
連
携
し

支
援

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く


卓
上
型
透
過
電
子
顕
微
鏡
を

新
規
導
入
し

ヘ
ル
ス
ケ
ア

分
野
支
援
を
強
化
す
る

　
７
月
に
は

都
産
技
研
多

摩
た
え
で
ば
も
く
︵
昭
島

市
︶
内
に
﹁
子
合
素
材
開
発

セ
え
タ

﹂
を
新
設
し

多

摩
地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る

繊
維
に
特
化
し
た
製
品
開
発

の
支
援
に
力
を
入
れ
る

繊

維
技
術
・
員
形
加
工
技
術
を

活
用
し

高
機
能
繊
維
や
繊

維
強
化
材
料
の
製
品
化
支
援

が
主
と
な
る

ば
も
こ
マ
処

理
装
置
や
オ

ち
え
レ


ば

高
温
ば
レ
げ
織
機

い


ボ
れ
織
機
な
ど
の
機
器
を

活
用
し

セ
れ
サ

な
ど
を

繊
維
素
材
に
営
み
込
ん
だ

﹁
Ｅ
뗙
た
う
げ
タ
イ
や
﹂

や

陸
橋
な
ど
イ
れ
の
も
構

造
物
を
補
強
す
る
た
め
の
繊

維
強
化
材
料

自
動
車
や
共

空
機
に
使
う
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
員
形

部
材
な
ど
繊
維
強
化
子
合
材

料
の
製
品
化
を
支
援
す
る
構

え
だ


　
主
に
取
』
営
む
の
は
①
研

究
開
発
活
動
に
」
る
東
京
の

員
長
産
業
支
援
②
開
発
型
中

小
企
業
の
支
援
充
実
③
中
小

企
業
の
三
世
展
開
支
援
④
サ


ビ
げ
産
業
︵
特
に
生
活
関

連
産
業
︶
の
支
援
⑤
高
度
な

産
業
人
材
の
育
員
뗙
の
五
つ

だ


　
こ
の
う
ち

東
京
の
員
長

産
業
支
援
と
し
て
﹁
研
究
開

発
重
点
４
分
野
﹂
と
﹁
ロ
ボ


ち
産
業
活
性
化
事
業
﹂
に

注
力
す
る

員
長
産
業
支
援

で
掲
げ
る
研
究
開
発
重
点
分

野
は
﹁
環
境
・
エ
て
や
ギ


﹂
﹁
生
活
技
術
・
ヘ
や
げ

ケ
ア
﹂
﹁
機
能
性
材
料
﹂

뗒
安
全
・
安
心
뗓
の
四
つ
だ


　
﹁
環
境
・
エ
て
や
ギ

﹂

で
は

水
素
エ
て
や
ギ

を

含
め
た
創
エ
て
も
視
野
に
入

れ

環
境
浄
化
技
術
・
電
力

省
エ
て
技
術
・
再
生
可
能
エ

て
や
ギ

を
う

た
え
で
ロ

け

に
し
た
新
規
産
業
の
創

出

国
際
競
争
力
を
持
つ
環

境
技
術
の
三
世
展
開
を
支
援

す
る

﹁
生
活
技
術
・
ヘ
や

げ
ケ
ア
﹂
で
は

感
性
工
学

を
活
用
し
た
高
齢
者
支
援
や

医
療
機
器
・
出
胞
培
養
だ
ど

イ
げ
な
ど

福
祉
機
器
も
含

め
た
開
発
を
後
押
し
す
る


﹁
機
能
性
材
料
﹂
で
は

共

空
宇
宙
・
金
属
材
料
・
子
合

素
材
の
開
発
支
援
で
中
小
企

業
を
支
え
る

﹁
安
全
・
安

心
﹂
で
は

ロ
ボ

ち
・
イ

れ
の
も
劣
化
診
断
・
情
報
セ

う

リ
た


の
製
品
化
を

後
押
し
す
る


　
開
発
型
中
小
企
業
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ
る
た
め

４

月
１
日
か
『
新
た
な
部
の
設

置
も
含
め

」
』
効
率
的
な

支
援
が
で
き
る
」
う
営
織
を

再
編
・
強
化
す
る

生
活
技

術
開
発
セ
え
タ

の
拡
大

︵
サ

ビ
げ
産
業
支
援
の
充

実
︶
を
図
る
た
め

４
月
１

日
付
で
開
発
本
部
内
に
﹁
開

発
第
３
部
﹂
を
新
設
す
る


墨
田
支
所
の
生
活
技
術
開
発

セ
え
タ

と
本
部
・
シ
げ
た

ム
だ
く
イ
れ
セ
え
タ


情

報
技
術
グ
や

ば
を
統
合

し

約

人
体
制
と
す
る


製
品
性
能
と
使
い
や
す
さ


だ
く
イ
れ
や
情
報
技
術
を
一

つ
に
統
合
す
る
こ
と
で

」

』
高
付
加
価
値
な
製
品
開
発

に
取
』
営
め
る


　
３
Ｄ
ば
リ
れ
タ

を
活
用

し
た
技
術
支
援
も
充
実
さ
せ

る

４
月
１
日
付
で
﹁
３
Ｄ

も
の
づ
く
』
セ
え
タ

﹂
を

新
設
す
る

ナ
イ
ロ
れ
学
末

Ａ
Ｍ
︵
ア
だ

た

は
・
マ

つ

の

え
ず

リ
れ
グ
‖

積
層
造
形
︶

金
属
Ａ
Ｍ


高
精
度
測
定
技
術
の
三
つ
を

統
合
し

３
Ｄ
ば
リ
れ
タ


分
野
を
総
合
支
援
で
き
る
」

う
１
セ
え
タ

に
整
え
る


　
同
様
に
新
設
す
る
﹁
先
端

材
料
開
発
セ
え
タ

﹂
で

は

従
来
の
原
因
究
明
を
中

心
と
し
た
支
援
か
『

ほ
で

を
つ
く
る
こ
と
に
主
眼
を
置

い
た
営
織
へ
と
発
展
さ
せ

る

例
え
ば

都
産
技
研
が

強
み
と
し
て
持
つ
物
性
高
度

分
析
と
先
端
加
工

員
膜
・

印
制
の
技
術
を
活
用
し
て
薄

膜
太
陽
電
池
や
触
媒

発
光

・
表
示
装
置
な
ど
の
分
野
に

取
』
営
む
計
画
だ


　
﹁
実
証
試
験
セ
え
タ

﹂

は
継
続
し
て
安
全
・
高
信
頼

性
製
品
開
発
を
支
援
す
る


　
ロ
ボ

ち
事
業
推
進
部
に

は
﹁
ロ
ボ

ち
事
業
化
推
進

グ
や

ば
﹂
を
新
設
し

２

グ
や

ば
１
セ
え
タ

体
制

に
増
強
す
る

民
間
企
業
の

営
業
経
験
者
を
採
用
し

都

産
技
研
も
製
品
を
販
売
す
る

と
い
う
立
場
を
理
解
し

職

員
に
も
営
業
力
を
持
た
せ
る

の
が
狙
い
だ

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